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濟
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受
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-
.
一.

* 

, 

• 

• 

.
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.
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.
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•
'
•
•
•
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•
•
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• 

• 

. 
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•
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■

.

與
し
た
疋
法
哀
對
す
る
報
酬
で
あ
る
こ
七
.を
認
む
.る
4
、
'此
取
得
源
因
を
貨
激
概
食
の
ぅ
ち
に
攝
り
入
れ
な
か
つ
た
。
第
二
の
概
念
は 

支
拂
手
段
1C
、：
第11.

一
の
.
.概
念
は
價
値
單
位
匕
當
る
？

-
:
..

.

.

. 

i 

. 

• 

• . 

- 

. 

- 

- 

. 

• 

• 

.

ひ

ら

れ

る

几:^
の

對

象-$
:
指

ル

、_

ー
：ー

 
の
概
念
は
參
加
可
能
性
の
-

_
支
拂)

の
大
さ
の
表
現
さ
れ
る
單
位
の
こ
と
で
あ
る
。

-

 ̂

タ
ー
,に
.從
/
ば
、
|1
:
會
的
.生
產
物
に
對
す
名
參
伽
河
能
性
、
：社
會
轧
坐
產
物
に
對
す
石
參
加
手
段
、
社
#
的

生

產

物

に

對

す

る

參

.加

测 

度
は
凡H

皆
貨
幣
で
あ
る
。
菇
等
三
箇
P
概
念
#
,第
一
.の
第
：

1
1

に
對
す
名
關
係
は
杣
象
的
可
能
蚀
が
之
を
實
現
す
る
具
體
的
手
段
に
龀 

す
か
如
き
も
0
で
あ
'|
)
、
し
¥」

，の
第
三
に
.對

す

洛

關

係

，は

*
體
が
數
1:
'
に
對
し
、
支
拂
は
る
.る
.事
物
が
訐
算
さ
れ
る
數
に
對
す
る
如
き 

も

;0
で
.あ
々
、1
第
«:
:

0第
ロ
£
對
す
％
關
係
は
尺
度
め
測
觉
堪
他
杧
卿
ず
.ゐ
如
洁
鴻
の
re
、
是
部
貨
激
概
念
の
綜
合
で
あ
る
。
兰
衆
は 

本

胜

と

馨

^
於
て
满
れ
ど
見
、保
§

祀
減
.泣
4
、
'典

:#
驻
誉
胛
に
.於
て
相
五
に
.一
の
概
念
的
窮
桃
は
他
吵
概
念
的
窮
極
を
示
す
も
の 

市
あ
^

i
c
s
^
e

 d
e
s
o
e
M
e
s
,

卜S 』

 

‘

,

:r
r
;x
ル
ヰ
タ
ー
に
從
へ
ば
、
'參
加
可
能
伯
と
參
加
手
段
と
參
伽
测
度
が
共
に
同
箏
‘の
資
格
を
以
て
釾
立
し
、
此
三
概
念
が
最
後
に 

何
增
結
合
さ
れ
る
か
が
明
西
で
な
い
。
-私
は
第
一
の
概
念
は
幕
木
質
觀
で
あ
り
、
第
二
、
I

の
兩
概
念
は
貨
幣
f

觀
で
あ
つ 

:

て
、
#
等
線
合
.さ
れ
て
初
め
.て
貨
幣
が
.定
義
さ
れ
名
と
解
釋
す
る
こ
と
に
依
り
彼
の
貨
幣
概
念
を
盤
正
し
得
る
と
思
ふ
。
而
し
て
貨
幣

-

.
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人
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I
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•
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I
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M

I
當
す
る
.エ
ル
ス
タ
丨
の
策I

の
概
念
は
5

の
カ
の
嫩
念
で
I

彼
が
購
勞
と
貨
胳
と
は
同
一
物
で
あ
る

I

 

S
4
S
}
と
言
へ
る
は
適
切
に
之
を
表
現
し
て
ゐ
る
。
私
は
エ
>
ス
ク
ー
の
第
一
の
概
念
に
對
す
る
此
解
釋
を
移
し
て
自
己
の
立
場
と
し
、 

貨
幣Q

本
質
を
貨
幣
の
有
す
る
力
に
求
め
る
も
•の
で
あ
る
。

貨

幣

に

對

す

る

社

會

的

信

認

P
七

.

(

五
，二
1
0
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實

幣

ぬ

對

す

る

社

.脅

的
信
認
： 

tj:

八

(

五
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1
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^
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:
-
v ̂
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I
'
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.
•
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,
v 

. 

•
:
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.
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:*
P
有
オ
名
カ
：ほ
漱
貨
幣
が
ー
«
の
財
貨
並
;^
_

,:
|
:膽
貢
し
得
る
カ
の
ヒ
>
セ
^
る
0
而
し
丈
此
購
買
カ
は
貨
幣
が
1
般
の
財 

貨
_
米
舊
勞
ぶ
購
賓
七
得
5

七̂
の
社
會
的
.信
認
(0
'
.結
唱
と
見
る
こ
^
が
祁
來
る
-;
-0貨
幣
は
社
會
的
に
；斯
く
信
認
さ
れ
る
こ
と
、
換
言 

す
れ
笟
浯
々
が
勞
働
の
所
遽
.忙
湯
：：へ
.て
受
_
る
嘴
*
に

對

：し

獄

會

全

：顧

が

對

«
を
.保
.證
し

：て.如
れ
る
^
信
認
す
る
こ
と
に
依
り
て
貨
幣 

亦
^
#
通
ル
で
^

名
0-
°
此
_
|
|は
歸
納
め
斷
定
0
性
質
を
多
分
に
持
つ
と
共
に
宗
敎
的
信
仰
に
類
似
し
た
社
#
心
配
盼
信
^
を
き
む
も 

の
來
あ
る
'?
0
滋
に
社
會
_
と
|
ロ
ふ
が
、
其
顧
圍
は
貨
幣
0
柯
顧
を
異
_に
す

る

に

從

つ

て

廣

狹

あ

り

、

國

際

間

に

於

て

は

金

、

--
.:
.
國

家

に 

於
て
社
銀
行
券
、.
.金
融
機
關
を
中
心
と
し
て
は
預
金
貨
幣
に
付
い
て
各
々
信
認
が
此
立
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
耐
し
て
#:
:賢
幣
が
他
貨 

幣
杧
代
潜
.：し
#

3
で
4
_に
*

各̂
密
統
ー
連
絡
さ
れ
て
あ
冬
の
で
あ
.
.る
0
.ぺ
.
'
1

y
^
ゆ
义
财
貨
«
に
勤
赞
を
購
質
9
'#
る
«

,
の
妣
カ
を
反
面
.ょ
ヵ
見
れ
ば
、
'凡
ゆ
る
財
賞
亚
に
勤
勞
と
引
換
に
一
般
に
收
受
さ
れ
る 

カ
本
^

^
な
>
0
;宙
來
言
ひ
古
名
れ
た
?2
%
收

受

货」

を

摩

き

詰

：め

た
4
こ
ろ
に
货
幣
の
本
質
が
潑
見
さ
れ
る
0
.フ
ィ
シ
ャ
ー
が
何 

_
に

舰

.^
ず

財

:^
の
交
換
の
爲
‘に
ー
般
に
受
領
さ
れ
る
も
の
を
貨
幣
と
な
し(Purchasing P

o
w
e
r

 of money, p.'

s

ロ
バ
ー
ト
ソ 

ン
が
財
嚷
の
代
價
吹
は
愤
_

0
辨
愤
と
し
て
1.

般
に
收
受
さ
れ
る
も
の
は
凡
て
貨
幣
な
り(money, 

P, 

2-3
)

と
沄
へ
る
は
敍
述
甚
だ 

簡
粗
.，で

あ

る

が

ょ

く
.貨
幣

の

本

質

を

捉

：へ

.た
も
の
と
言
ひ
得
る
で
あ
ら
ぅ
。 
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何
故
に
貨
幣0
本
質
を
素
材
又
は
職
能
.
の
^
ち
に
求
め
ず
、
斯
か
.
る
力'に
求
め
る
か
。
貨
幣
の
本
質
を
資
幣
の
素
材
の
有
價
値
性
に
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*
む
る
金
猶
生
義
に
對
し
ヤ
は
敢
て
赘
.言
す
る
を
耍
し
な
い
で
あ
ら
ぅ
0
沟
に
べ
ン
デ
イ
ッ
ク
セ
ン
'の 
一I
B
.
へ
る
が
如
く
事
實
は
言
葉
以

.

.

.

,
.. 

.
'.
..
.

'

'■•
.

.

.

.

.

.
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.

.

.
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. 

.

.

.

.

. 
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■

:-

土
に
有
力
に
し
て
、.
大
ー
戰
枯
學
問
.上
.に
於
て
も
金
屬
主
義
.に
終
焉
を
吿
げ
さ
せ
た
の
.で
あ
る
o.
解
柳
を
要
す
る
は
何
故
に
貨
幣
の
木
質 

を
慕
の
職
能
に
求
め
な
い
か
と
言
ふ
こ
.と
^
あ
る
。
0

一
 

に
數
多
の
貨
幣
の
職
能
を
私
質
的
と
か
又
は
勝
生
的
と
か
に
區
別
し
得
る

の
は
緻
1
:背
後
s

&

t
ベ
き
中
心
點
が
：な
げ
れ
ば
な
ら,

又
軋
傷
的
職
f
 

の
.本
質
を
貨
幣
の
.有
す
る
此
力
に
求
む
る
と
き
斯
か
る
問
題
は
奮
生.せ
ず
、
而
も
貨
幣
議

善
の
根
本
問i

に
關
す
る
見
解
の
間
に
何
等
の
論̂
的
統
一
な
く
、
全
く
獨
立
せ
る
問
題
な
る
が
如
く
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
。
貨
贺 

の
本
質
を
.上
述
0;
:如
ぐ
解
ず
石
と
き
此
欠§
5
險
去
さ
れ
る
‘こ
と
以
下
順
次
是
等
根
本
問
題
に
論
入
す
る
に
つ
れ
て
判
明
ず
る
で
ぁ
ら

ぅ
。
：

：
'
'
:

,

■.
.

:
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.

.

.
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.

:

縝

繁

る

.が
如
ぐ
、：
貨
幣
の
本
質
ば
脉
貨
並
.疲
勞
を
購
買
し
得
か
丸
で
ぁ
衣
P
.併

し

肶

ヵ

'
が

貨

幣

で 

か在其物.

で

I
O
.
.
貨
幣
其
物
■

在
性
に
關
や
象
廳
發
展
のf

迎
が
に
'
貨
幣
の
種
類
を
鑄
貨
に
限
局
す
る
金 

■

黎
立
場
扼
ら
紙
幣
、
.銀
行
券
或
は
預
金
貨
幣
f

貨
幣
に
加
ふ
.る
名
目
主
義
の
立
場
に進
み
、
遂
に
は
貨
幣
素
林
の
霞
價
他 

O M
■

露

ぷ

具S

的
存
.

1

1

、
貨
幣
を
一
の
抽
象
的
計f

位
と
見
I

l

f

柳
象
的
貨
幣
と
の
ニ
種
の
霰
の
意
義
*
說
ぐ
も
の
は
遠
く
モ
ジ
テ
X'
も

r

の

乾

！

B

l
 

i
e
s

 
.とles 

m

o

n

l

s
DI
e

l
 

X 

^
 ̂

^
1
K 

 ̂

^

.
^
0
0
^

も
於
て
.談
办
ら
れ
、
近
く
は
ベ
ン
デ
ィ
ッ
ク
セ
シ
、
チ
ル
ス
タ
V
の
抽
象
具

膨
ニ
.
1
_に
認
办
あ
る
が
，
貨
幣0'
柚
漱
管
最
も
强
く
提
唱
ぜ
る
も0.
は
リ
1
フ
マ
ン
で
ぁ
る
。

リ
;̂,
力

比

交
■
,̂
漱

的

卿

能

ど1>
-';で
從
來
のM,
說

ど

同

樣'に
1
敗
的
六
又
膨
令
段
お
擧
げ
、
.本

質

と

じ
て
一
般
的
收
受
性
を
提
唱 

«̂
o
印
ち
，皮
に
始
、
ば
交
換
經
濟
に
於
て
怀
人̂

3
^
3
泛

^
る
:̂
0.
即
ち
'貨
幣
で
&.
:
る
0
/更
^

ば
、
現
時
の
交
換
取
り

貨
幣
に
對
す
る
社
,
的

信

認

. 

ニ

ナ

S

H
五〕
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货
.幣
に
紗
す
み
：敝
脅
的
信.認
.
. 

^
5 C

五
ニ
六)

に
於
てA
斯
か
る
觀
を
來
ず
％€>
*
馨

麽

賢

體
i

幣

黑

纪

戈

戚

ぬ

相

歡

さ

ル

，
差
：引

■
興
さ
れ
、
決
濟

に
過
ぎ
な
い
私
的
議
形
的
支
拂
方
法
並
に
決
羿
方
法
で
め
る
。
此
私
的
の

•支
柳
方
法
並
に
決
濟
方
法
は
決
し
で
れ㈱
吣
^
幣
の
代
表 

客
で
は
な
s
o
,夫
部
體
が
賢
幣
で
あ
る
。
而
し
て'是
等
私
的
の
支
拂
方
法
並
に
決
濟
方
法<D
:
木
體
を
な
す
もQ

は
價
格
や
所
得
が
.評
尊 

さ
れ
表
瑰
ざ
れ
て
办
る
と
匕
ろ
の
掛
象
的
諸
麗.單
位
に
修
な
ら
な
い
か
ら
、
八1

の
經
氣
».
會

0:
«
際
^;
於
^
^

f
 

0
0
s und 

Gold, 

S. 

301
-
-
5V5
..

リ
.
1ス
マ
ン
の
此
見
解
は
貨
幣
單
位
に
關
ず
る
認
識『

小
足
の
蕾
築
か
故
た
も
の
で
あ
る
。
貨
幣
單
位
を
，ー.
.宛
鸷
.の

憲

な

ゎ

と
す 

，る
：金
屬
生
雜S.

誤
謬
な
る
は
勿
|
1ぅ
全
然
抽
象
的
な
る
貨
幣
單
你
を
貨
格
と
な
す
こ
と
も
誤
_
せ
あ
る
？ |

般
的
交
換
手
段
た
：る
^
能 

を
艰
す
貨
幣
,

は
フ
マ
ン
の
言
ふ
如
き
單
な
る
貨
幣
單
位
で
蛾
がs

>

;':

脉
賢
並
に
勤
勞
を
職
貢
し
#
る

力

を

擔

へ

る

^
;
幣

單

位
 

で

奪

P
私
は
货
詹
單
位
を
^
拂
の
大
ぎ
さ
ル
氣
す
こ
お
ゆ
ゆ
反
對
し
あ
い
於
' 
之
が
直
ぃ
ち
に
»'
幣
の
職
能
を
皆
^
も

^.
で
は
な
い
0
- 

財
貨
並
に
節
勞
を
1*
質
.-̂
得

?>
'
カ
と
結
合
し
て
ゐ
る
貨
幣
單
位
が
®
能
.を
果
ず
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
か
る
力
を
具
有
す
る
こ
と
は
同
. 

時
に
其
貨
幣
單
位
亦
實
在
性
を
有
す
る
こ
と
を
遺
味
す
る
も
の
.で
あ
る
。
實
在
性
を
有
せ
ざ
る
も
の
は
斯
か
る
力
の
所
在
を
證
明
し
邊 

な
VA
9
.故
に
柚
象
的
訐
箨
單
位
を
以
て
貨
幣
と
な
す
ば
驗
謬
把
し
.で
、
如
等
か
の
實
在
性
ト
取
得
し
た
る
計
算
取
位
の
が
が
貨
幣
で
あ

■る
，

'
:
"
-
.
-
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.
ノ
ー
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'
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.
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:
:
.
- :■
:
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.
'今
日
經
濟
財
の
有
す.る
價
値
は
數
的
客
觀
的
に.表
苹
さ
れ
て
ゐ
'る
。
此
表
示
を
な
し
で
ゐ
る%;
の
.は
我
國
の
：圓
、
英
國
のW
、
米
國 

の
#
の
如
き
計
算
#
位
で
あ
づ
て
貨
幣S

體
で
ば
な
い
o
此
計
^
軍
位
は
，又
貨
幣
か
有
す
る
 

'財
貨
並
に
勤
勞4: 雕

：

買
し
.得
る
力
を
數 

的
: ^
觀
的
m

s

mす
る
單
位
に
し
て
、#
:通
貨
幣
軍
位
ど
_
ば
れ
て
.ゐ
る
o:
如
何
に
し
て
乾
濟
財
の
擅
値
は
此
$
!
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變

動

：し
、

'又
素
材
價
値
な
音
不
換
紙
幣
^
亦
：價
.値
兄
度
0
職
^
 ̂

此
用
語
は
芷
當
と
は
稱 

.し
難
い
。
之

に
比
す
れ
ば
價
値
の
尺
度
と
言
は
：ず
に
價
値
0
:
.
1
般
.的
：容

觀

的

表

彰

の
.手
段

と

言

ふ

方

'が

龙

し

い

m

^ -

で
あ
る
。
值
it
の 

.

.客
觀
的
表
彰
と
：：

1

般
的
交
換
手
段
と
.の
一
ー
職
能
は
相
7/
1に
.獨
立
せ
る
も
.の
：で
：は

な

く

、

同

一

現

象

の

 
一|

側
面
に
他
な
ら
な
い
b
貨
幣
が 

，交
換
の
媒
介
と
し
て
作
用
す
る
^
と
に
依
り
、
貨
雜
の
財
貨
並
.に
勤
勞
を
購
質
し
得
る
力
は
婚
殊
の
財
貨
叉
は
勤
勞
ヒ
具
體
化
さ
れ
、 

'同
時
に
財
^

<
は
勤
勞
の
；惯
値
の
客
觀
的
表
彰
|:
安
特
す
る
の
で
あ
る
。

.

.
: 

.如
：上
の
諸
職
能
は
夫
：.々
，
の

貨

幣

の

厲

す

名

支

拂

團

體

备

域

«
に
淤
.て
の
み
：發
輝
し
得
る
:%
>

を
超
え
で
.他
國
家
に
S
ば
ざ
る
に
對
^
、
金
は
#
界
各
國
が
金
本
位
制
を
維
持
す
る
限
り
ッ
—

其
復
流
が
期
待
さ
る
る
限
り
、
世
界

盼
に
细
上
ひ
職
能
を
發
揮
し
得
る
i
の
-t
r
-
v此
故
に
金
は
國
|^
-

_通
貨
で
ぁ
：る
？
ま
レ
：て
金
が
國
際
通
»
た
る
こ
と
は
靜
は
ば
亂
際
邮 

職
能
と
も
稱
す
べ
き
一
.つ
货

幣

職

能

を

坐

ぜ

：し

め

だ

0:
：
前

述

の

如

ぐ

金

本

位

制

の

下

に

於

'て
ば
銀
枝
券
は
金
に
：代
替
し
得
べ
く
從
つ
.て 

T

國
の
通
貨
は
金
を
通
し
て
他
國
の
通
貨
に
代
替
し
得
べ
く
、
.
.即
ち
金
.は|

國
の
通
貨
亀
一
定
率
を
以
X
他
國
に
代
替
せ
し
む
.る
職
能 

.を
果
ず
も
の
で
あ
る
。

•
, 

.
•
:
' 
十
：
-
:

:

. 

-
V'-.

'.' 

•

.

■

'

ノ
一 
支
拂
團
體
^
に
.於

て

財

貨

又

は

勤

勞

'を

]»
»
し
锝
る
貨
幣
が
カ
0
發
現
を
指
じ
て
»
幣
の
11
^
と
峥
ぶ
こ
と
前
0
に
：說
け
る
が
如 

く
で

-̂
る
。
而
し
.て
此
貨
幣
の
職
能
に
俅
り
貨
幣
の.有
ず
る
此
ヵ
ぬ
對
す
る
信
認
办
龊
度.が
表
現
.ざ
れ
、
此
信
認
の
强
度
が
貨
幣
價
値 

のI

要
素
を
.な
す
も
の
で
ぁ
る.。
.即
ち
一
支
怫
團
體
に
て
財
貨
又
は
觀
务
を!1
買
1>
-
得
：る
«'
幣
の
ヵ
に
對
ず
.る
信
認
と
货
幣
獲
得
.に
對 

す
る
ん
；爲
的
障
害
と
に
依
り'貨
幣
の
價
値
は
生
れ
、る
め.で
ぁ
る
0
' 

: 

‘
'

抑
々
價
値
は
一
の
客
體
が
.一
の
主
體
に
對
し
て「

欲
望
さ
れ
る
も
の」

と
し
て
對
立
す
るJ

と
に
依
り
生
ま
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
或 

對
象
が
菩
入
の
飲
望
を
滿
足
せ
し
む
る
可
能
性
を
有
す
と
認
め
ら
れ
る
と
共
に
他
方
其
享
樂
に
到
達
す
る
に
は
鬪
爭
と
勞
苦
と
を
要
す 

K
W

と
が
、
吾
人
に
對
し「

欲
望
さ
れ
石
も
の」

と
し
て
對
立
す
る
に
至
ら
.し
め
、
之
^
因
げ
價
値
ば
生
れ
る
9
.之
を
貨
幣
に
就
い
て
見
る 

に
丨
貨
幣
は
決
.し
て
直
接
に
欲
望
の
充
足
に
は
役
立
た
.な
い
が
，
吾
人
'の
欲
望
，を

充

足

す

べ

き

*—
*
.般
の

財»'
並

に

勤

勞

を

購

貢

し

得

る 

力
を
宵
ず
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
故
に
欲
望
さ
れ
るo

.

價
値
の
茶
礎
た
る
欲
望
.の
.'對

氣

た

る

こ

と

は

吾

人

の

欲

望

を

直

接

に

充

足

し

得 

る
も
の
に
限
局
す
べ
き
で
な
い
o
匆

論

手

段

は

自

的

系

列

を

離

れ

で

ば

全

然

欲

墓

の

釾

氣

た

り

得

ず

：、

手

段

が

欲

望

さ

^-
石

の

は

目

的 

が
欲
望
.さ
れ
る
か
ら
.で
ぁ
を
け
れ
ど
も
、
.：手
段
其
者
が
恰
も
終
極
目
的
,
る
，が
如
：ぐ
^
手
段
を
取
_
ふ
こ
と
は
精
神
的
運
勒
の
.|般
形 

式
で
ぁ
る
。
貨
幣
と
財
と
(0
;
關
係
の
み
が
ら
ず
、
.
一.般
の
.手
段
と
目
的
と
^
精
密
に
考
落
ず
.る
と
き
は
個
々
の
目
的
も
最
終
的
れ
も
の

食
於
に
對
ず
‘
肚
食
的
像
®-
:

三

五

£.
.
三
'p 

*



货
幣
に
對
す
る
社
會
的
信
認
 

r

三

六

(

五
l

j

3

)
お
敗
が
ベ
き
で
.
沉
く
、
、人|1
]
]办
意
欲
及
び
諫
僞
の
途
は
無
腿
べ
と
進
み
抒
ぐ
も
の
で
、
如
何
於
を
鄹

% '

脉
友
か
ら
は
究
極
と
觅
ぇ
な
が 

ら
、,瞰_

ず
れS

取
な
を
意
段
と̂:
-て
し
.ま
免
當1.
:.件
な
ぃ.
-0
#

額
出
其
惯_

&',

敗
的
性
質、
> 即
ち
他
办
他
値
_
修
換
し
得
る
蚀
節 

に
食
ふ
も
の.でV:
貨
歡
舲
ょ
レ
純
粹
な
手
段
と
な
る
匕

0
れ
で
、
，
.
換
言
史
れ
ば
、
貨
幣̂
依
ヴ
狻
得
さ
れ
る
餘
象
0
紙
11
1:
が
獷
大
し
て
、 

對
象
がT
»
貨
難
&
ヵ
ぬ
服
ヤ
レ
に
つ
れ
で
、
：
貨
幣
の
：意
義
は
增
大

』

、
遂
ゆ
ぬ_

#
0
1體
と
し
で
资
當
す
る£:
至
^ :
'0:

絕
對
的
宇1 

た
る
貨«

が
呤
理：g
fc
'
ば
絕
對
的
目
的
と
な
り
，
而
も
現
代
に
於
て
比
國
家
又
は
中
央
鈒
行
が
貨

_

發
抒
に0
き
解
他
的
特
權
を
有
し 

艾
銀
行.
は

或

支

#
哗
備
食
の
必
要
に
制
紈
さ
れ

V
、

貨
幣
獲
得
ば
鮮
し
人
爲

_

妳
害
舣
減'へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
故
比
、
貨
幣
は
價 

俯

菩
す
を
に
華
る
.
の
で
，あ-
各
？ 

-

ハハ
：

• 

-
,
:
.!
■

■
.■
■'
.
 

. .十 I
-

. 

:
-

，
貨
幣
校
ゆ
人
間
0-
評
«
取
^

^
て
な
る
と
か
'现
由
で
貨
幣
憤
値
を
否
宠
す
る
も
の
に
指
圆
證
學
說
，が
ぁ
るO

エ
ルy

タ

.丨
の
所
說
に 

從
へ
，ば
>
懿
質
は
交
換
と
異
ト
、
賣
賈
に
て
は
評
價.が
提
供
龙
べ
舍
財
貨
即
ち
貨
幣
に
及
ば
な
い。
' 交
換
め
於
げ
る
經
濟
者
の
評
價
思 

他
^

る
ど
、•「

、
他
の
■
6
*を
獲
裸
す
る
爲
に
搬
供
す
、べ
き
財
貨
の
使
厢
價
«:
ニ
.、
故
求
す
る
脉
貨
の
傲
用
價
霞

a
i
r

欲 

求
す
を
_

赵
雛
得
ず
る
爲
に
提
供
し
得

Y

き
^;
の
總
て
ぬ
肽
貨
oo
.
wm'
慣

値

g
v

欲
：求
す
を
財
貨
の
代
り
と
し

V

獲
得
し
得
べ
ぎ
，
 

他
の
.總
て
の
財
貨
の
使
用
傅
値
の
四
つ
の
使
相
價
値
に
關
す
る
霄
が
赛
^
る
る
に
對
し
、
寶
買
に
於
て
は
、

一
、
欲
求
す
る
財
貨
の 

犯
用
做
：

i

と1
r

其
代
り
と
し
て
獲
得
し
得
べ
き
總
て
の
：財
貨
の
使
阳
債
値
に
關
す
る
評
價
士
一
一

一、
欲
求
す
る
財
貨
が
贾
に
廉
憤
に
獲
得 

し
#
ざ
る
が
否
'が

の

考

量

：に

限

ら

れ

て

.ゐ
る
。
即
ち
交
換
は
各
當
事
#
が
彼
に
提
供
さ
れ
る
財
货
を
反
對
終
付
と
し
て
欲

^
さ
.れ
る
財 

貨
ょ
り
高
く
評
價
し
、
次
に
彼
に
提
供
さ
れ
る
財
貨
ゼ
他
の
.之
ょ
6
抵
く
評
價
さ
れ
る
財
貨
を
以.て
獲
得
し
得
ず
-
:
最
紙
に
欲
求
さ
れ 

る
財
貨
を
.以
て
描
供
さ
れ
る
財«
ょ
り
も
高
く
評
價
さ
れ
る
他
の
財
貨
を
獲
得
し
得
な
ぃ
峙
に
起
。る

'
然
る
に
寶
罵
垮
於
て
は
、
買
手

が
欽
求
す
る
財
貨
の
_
に
货
黹
を
讓
渡
し
、
' 

_货
幣
額
ヤ
獲
锝
'1
.拇
べ
ゼ
他
の
.識
ズ
'(
0
谢
«
.
?
;
獾
興
|
斷
瀹
^

.他
^

'寶
手
は
«
金 

に
て
^

#
し
得
ベ
卺
他
の
財
貨
の
爲
に
、
財
貨
を
序
放
す
^
の
^

^
齋

.^
:̂
に
^

^
の
%
用
'^
値
^
評
^
し
て
货
幣
を
評
價
^
な
い
<
: 

放
忙
貨
幣
は
1
切
の
價
'«
の
前

据

た

石

：人

間

の

評

價

を

：缺

乂

亦

.
に
浪
潘
妹
適
念
土
腹
灌
^
墙
^
得
%

^

: 

.

(

1

^
書

G
e
l
d
e
f

 S.

!00
-
^
>:v
1
.
'
:
v:
.
,!
'

,

. 

.
> 

•
'

'■
:
.:
:
ノ 

：

.
_

報
し
.て
貨
幣
は
評
價
さ
れ
な
い
で
あ
ら
ぅ
'か
。
^
々
_

'#
さ

ん

と

す

、

貨*
撒
癖
陳
撒
萍
^
て
_
貨
潘
;̂
て
1|
ス
:0
#
る
他
：の
：财 

*«
^
使
用
賈
値
金
評
價
.す
る
も
.の

で
ぁ
^
^
か
/-

}0著

人

,#
0

%
の
嘗
^
令
繰
返

:^
て
.ゐ
^
ぅ
#

^.
1

定
：の
食
幣
亦
_
御
#
る
聯
を
膦 

入
し
#
る
か
を
如
り
、
.そ
れ
に
依
やV

綜
合
W
に

貨

幣

の

僩

て

^
る
。.：.篆
識
凝

V4
汍
く
財
廣
ぬ
使
用
慣
孤
の
’豚
映
^
し
て 

生
れ
'̂
^
の
で
あ
る
妙
れ
'̂
^
、
或
財
を
買
入
：れ
芯
に
臂
り
■
澈
曝
牌
9

®

lre
.職
！<
‘
-«
_
'^
凡

.#
%
財

？
使

卯

價

姐

：支

賴

雜

に

浮 

ベ
る
D
で
は
な
く
、

一
 

つ
の
財
か
ら
獨
立
し
て
货
幣
自
锻
に
樹
す
る
評
價
が
顧
忙
減

;^
:
;u
,て
^
.る
の

p

.^
-:

B
o
物

，

平

^

は

物

饭 

指
數y

依
り
表
現
さ
れ
名
が
、
.各
_
人
の
_
裡
忙
^
淇
日
常
_
議
ず
名
#
奶
頫
滿
#
ち
主
.親
的
#
揭
部
的
澈
物
檟
|
準
が
形
減
さ
如
、

. 

そ
れ
，を
土
毫
と
し
て
典
購
入
食
ん
と
す
る
財
の
價
梢
を
判
斷
し
て
ゐ
る
と
見
る
こ
と
が
：出
來
る
。 

、
..
- 

吾
.人
0

*幣
に
對
す
る
評
柬
は
哀
淒

.に
_

上
'減

奪

_

_

_

_格
_

_
彥

て

 ̂

謂
は
V
各
個
人
の
- 

貨
常
顧
«
判
斷
.は
社
會
汰
多
數
％
.價
纖
判
着
把
..追
從」

.'、.

.之
必
同
»
來
洛
個
人
の
判
:#
:^
ヤ
ボ
^
社
會
^
線
合
的
_
値
|̂

斷

，
の

形

成

に 

參
與

rr
る
^
の
で
^
名a

或
財
の
领
格
が
费
认
が
名
祀
船
供
し
て
::
^

'^
必
观
.ふ
貨
髂
摄
^
-:
|
)
小̂
九
る
亦
次
は
同
-で
：な
^
と
き
に
吾
入 

は
財
淹
|!
1
入
ん
、
'而
し
セ
此
購
人
に
於
て
、
貨
猶
め
側
が
ふ
展
れ
堪
：贺
幣
の
交
«
导
政
^

^
て
.:0
:職
都
亦
來
^

^

-次
':
|
9の
價
侦
9
 

客
纖
的
表
彰
が
支
#
さ
れ
て
ゐ
る
：の
セ
あ
^
。
蒞
し
Ji
t
霖

が

太

為

り

士

遮

本

と

舍

通

畜

人

姑

之

^
購
ス
せ
ざ
る
耶
く
，
斯
か
る
人
.妒

'.
.
/
. 

> 

: 

,
y
-
. 

/
.
'
.
. 

. 

i
.
'
v
. 

ノ
 

.
ニ
'
‘
.
.
.
.
.
- 

• 

.

多
け
れ
ぱ
、；'寶
手
は
つ
い
に
此
價
格
-̂
:
引
.下
妙
ざ
る
老
與
教
^
の
..であ
^
。 

. 

、

ゾ
ー
貨
幣
ヒ

.斡
す
.‘る
社
會
的
信
認
-

.

H

,^qfij

'r
一
 

|
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食
辦
に
'
對
.す
.
る
f t

僉
的
信
認 

k

,八

(

5

1

—-四)

■
、
財
の
，圓
格
を
變
更
す
る
も

Q
,

は

賣

手

：で

あ

る

.が
、
併
し
賣
手
は
結
局
質
手
の.判
斷
に
追
從
す
る
も
の
で
あ
る
。
；
商
人
.が
或
商
品
を
膦

' 

• ' 
'
 
.
 

.r
 

■ 

..•••• 

• 

- 

• 

.

. 

V 

..-

.リ

. V

.

.

 

. 

.

.

-

人
す
.る
の
：は
苗
人
自
身
の
消
摄
に
供
す
る
爲
で
.
は
&

く
;*

利
益
を
得
.て
.他
：に

轉
: *

せ
ん
が
爲
.で
あ
'2
>

。
從
つ
^

其
商
品
に
對
し
1:
認 

む
る
價
値
の
火
小
は
之
に.依
b

營
利
の
自
的
を
達
し
得
る
見
込
如
何
で
あ
.
り
、
_營
利
の
見
込
：の
大
小
は
消
费
者
多
數
の
.其
財
に
對
し
て 

認

む

る

貨

幣

：に

.依
り
表
彰
さ
れ
た
價
値
に
依
り
亥
配
さ
れ
る
。
：

■
財
が
.原
始
生
產
の
階
段
か
ら
最
後
の
消
費
者
の
手
に
.達
す
る
，迄
に
は
通 

常
；多
數
'の
：坐
產
及
び
商
業
の
階
段
を
經
過
す
る
も
0

で
あ
る
が
.

其
中
の
■何
れ
か
，の
.階
段
に
於
け
る
企
業
者
の
價
値
刺
斷
は
其
次
に
立

つ
企
業
者
多
數
の
價
値
判
斷
に
依
り
宛
ま
り
、

.

結
局
は
最
後
の
消
費
者
の
評
僙
が.決
定
的
要
因
と
な
る
の
で
あ
る
。
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貨
幣
價
値
變
動
の
因
梁
關
係
を
個
人
の
評
價
作
用
に
_
つ
て
求
む
る
主
觀
說
は
夙
に
十
七
、.：：八
|
紀
の
交
ょ
り
存
し
て
ゐ
た
が
、ゝ
從 

來
容
懸
に
腮
倒
さ
れ
、
，こ
れ
が
擬
頭
は
比
較
的
最
近
.の
こ
：と
で
あ
：る
。
那
沭
十
七
、
八
1«
:
紀

0
交
に
於
聆
て
：は
、
ロ
ッ
タ
、
ヒ
ユ
ー
ム
、
モ 

.
ン
>
,ス
キ
>

1、
ダ
ヴ
ァ
ン
ザ
、ッ
チ
等
の
論
容
を
有
し
た
.機
械
別
擻
量
說
が
最
^
行
は
れ
_

稿「

ス
、う
ス
以

*
に

於

忖

る

^

^

價

値
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Q
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s

f

e

o
て
十
九
ft
紀
に
入
り
て
^

力
ル
ャ
オ
、
ミ
'.ル
^
Q
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M

m

Mの：需
要
«
給

进

則

は

沛

播

關

係

と
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eれ
を
說
き
、
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f

に
_對
す
る
需
奮
ば
人
間
の
：心
现
作
用
ゼ
代
ふ
名
に
.«
物
を
旗
す
表
爾
す
.る
に
1̂
:
;^
水

:2
)
:結
.采
と

し

て

：機

械

的

數

量

說

と

同

ー

.
の 

形

態

を

と

名

に

：至
0'衣
。(

拙
稿「

貨
幣
數
量
說
と
貨
幣
本
§
^
と
め
'論
理
關
係」)

^

^

^
惙

値

論

の

，擦

頭

は

ウ

ィ

ザ

ー

の

所

得

說 

が
貨
胳
價
値
に
限
界
效
用
說
を
適
，用
せ
る
に
始
ま
り
、
次
い
で
需
要
供
給
法
則
も
マ
ー
シ
ャ
ル
に
至
つ
て
心
理
的
色
彩
を
加
味
し
、
ケ 

イ
ン
'ズ
、

口
.

X

I
ト
ソ
.ン
、、

キ
：ャ
士
ン
等
と
共
に

Oash-Balance t
h
e
o
y
y

と
#
ば
れ

.る
：̂

至
り
、
遂
に
は
ア
フ
タ
リ
オ
ン
の
心
理
說

蛋

誕

畫
S

至

笑
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;0;

固

ょ

り

現

代

に

於

て

も

機

械

的

著

說

農

有
力
な
論
諸
を
擁
し.
.て
ゐ
る
が
、
客

觀

說

よ

主

觀

說

，へ
.

の
轉
向
の
柄
向.は

否

み

得

な

い

；
事

實

.で
あ
る
-°
'
是
等
四
學
說
.に
付
い
て
は#

日
输
を
改
办
’で
雜
述
す
2>
.で
^.
ら
5-
0
;

'
大
體
：に•於
て
、
«•
幣
數
量
說
が
貨
幣
®
値
變
動
の
原
因
を
貨
幣
流
通
糞
の
增
減
に
求
め
た
る
に
對
し
、
所
得
說
は
貨
幣
量
增
減
を
以 

で
貨
幣
..價
値
變
動
の
主
要
な
要
素
た
る
こ
と
を
認
む
る
も
、
此
貨
幣
*-
增
減
が
备
個
人
.の
所
得
に
影
響
を
及
.し
た
る
限
り
に
於
て
貨
幣 

寶
值
に
影
響
す
と
せ
る.に
對
し
、
、毅
識
は
所
得
の
增
減
を
以
て
貨
幣
價
値
變
動
.の
.主
耍
な
要
素
 ̂

此 

所
得
增
減
が
各
.個
人
の
主
觀
的
評
價
に
影
響
ゼ
及
レ
た
る
限
り
に
於
て
贤
幣
亂
値
を
變
動
ぜ
し
む
る
と
な
す
も
の
で
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節
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心
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小
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將
來
の
豫
测
に
依
り
貨
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主
觀
的
價
値
の
：異
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と
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を
示
し
た
。
過
去
に
於
け
る
貨
幣
の
探
觀
的
交
換
價
値
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ら
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、'將
來
に
於
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る
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の
容
觀
的
交
換
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に
對
す
る
豫
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も
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备
他
人
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又
衡
價
値
の
載
礎
と
す 

を
と
^
ろ
に
心
理
款
の
顯
著
な
特
徵
が
認
め
ら
れ
るQ
.二

に

.ノ
ぐ
ス 

:

.

:
 

.
心

理

說

の

有

ガ

な

、
王

張

者

た

る

.ア
フ
タ
1
ォ
ジ
は
次
の
如
く
述
べ
七
ゐ
る
.。
■
.最

近
の
貨
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史
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又
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瓦
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ら
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淹
に
貨
锻
の
.主
觀
的
徵
値
は
之
に
前
行
ず
.る
客
觀
的
價
値
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將
來
^
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之
に
'後
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^
る
索
觀
的
傲
値
办
前
提
を
な
!.
、
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観
"
客
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，兩

價

値
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相

萆

に

_
と
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來
と
な
り
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づ
、貨
幣
の
價
値
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ょ
り
今
日
へ
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呀
&
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し
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.行
く
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然
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初
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幣
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篇
は
如
何
に
^
て
成
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懷
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し
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步
を
進
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た
變
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貨
幣
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以
て
一
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流
通
性
の
大
な
る
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貨
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ら
轉
化
し
た
も
の
と
な
し

て

あ

る
。
即
ち
物
々

交
換
诗
代
4
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文
流
通
性
大
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x
る
財
を
以
て
市
場
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も
の
は
⑽
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財
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;す
る
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炎
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に
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流

通
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な
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場
に
臨
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濫
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岑
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烈
':
1
>い
：時
凇
全
叉
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が

出

來

，
る

0
エ
レ
ア
贤
學
の
始
祖
ク
セ
ノ
フ
ァ
ネ
ス
に
依
れ
ば
、
西
紀
前
第 

六

世

紀.に
於
て
リ
デ
ィ
ァ

'人
が

旣

に

鑄

貨

ぞ

始

め

た

：と
，傅
へ
へ
ら
れ

.、る

.。''
®

き
も
の
：が

原

始

的

貨

幣

と

，

4
:て
被
用
さ
れ
.て
ゐ
衣
。
乍
併
是
等
(0
物
龙
結
局
は
或
個
人
來
依
り
消
费
.さ
れ
：る
も
の
で
あ
り
、
他
.：の
：何
人 

も
其
瞬
間
に
於
て
其
蕻
に
.
.興
味
.を
持
た
ず
、
全
然
個
人
的
用
途
^
屬
し
.て

ゐ
る
。
反
之
、
.貴
金
屬
は
典
裝
飾
と
し
て
の
意
義
に
依
り
個 

人

間

-.
0
:關
係

女

暗

：示

し
.て
ゐ

る

。

：

自

己

の

優

遞

を

誇

ら

ん

と

す

：名

本

能

は

古

今

束

西

を

通

、じ
：て
齒
：め

そ

_
著
な
事
實
で
、
^
活
上
直
接」 

の
必
要
が
.充
た
さ
れ
た
後
は
何
人
も
努
め
て
裝
飾
品
を
能
ふ
限
り
多
く
蓄
積
せ
ん
：と
す
る
も
の
で
、
貴
金
屬
や
貝
殼
が
鹽
、
烟
草
、
家 

畜
等
を
排
し
て
最
も
廣
く
貨
幣
.と
し
て
使
用
き
れ
る
.に
至
<)
^
の
_も
實
に
此
爲
で
：遇
る
，0
'.
-
'
'
-
殊
に
»
金
屬
は
地
理
的
に
廣
く
分
布
し
、
.從
. 

っ
て
流
溯
他
大
き
く
.、
；
；且
，
っ

耐

久

力

あ

石

爲

に

厳

も

貨

幣

七

し

て

用

：ひ
；ら

れ

る

に

室

0
た
0
く

^

併

-^
國

家

に.依
り

貨
«
の
購
質
ヵ
：が_
保
さ
れ
る
に
從
っ
.-
t
貨
幣
.に
對
す
る
貴
金
屬
め
意
義
は
次
第
に
減
退
し
.て
行
き
、
貨
幣
社
次
.
. 

第
に
公
的
制
度
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
中
央
集
權
的
社
會
圈
と
貨
幣
と
の
關
係
が
ょ
り
密
接
と
.な
る
に
つ
れ
て
、

貨
幣
は
其
金

屬

價

値 

に
.對
し
獨
立
す
る
に
至
り
、
貨
幣
#
在
の
根
逃
は
貨
幣
購
買
力
の
確
實
安
定
を
保
持
す
る
政
治
的
中
央
權
カ
'
.へ4
移
っ
た
の
で
■あ
る
？

.然
ら
ば：

何
故
：に
金
は
其
他
の
貴
金
屬
の
う
ち
か
ら
選
ば
れ
て
本
位
^
な
る

に

至
つ
た
か
。

一
國
の
本
位
を
決
宛
す
る
も
の
は
法
制
で 

あ
る
。
’，其
決
.定
に
至
る
迄
に
は
各
國
皆
夫
々
苦
惱
"の
.經
驗
を
嘗
め
た
が
、
其
极
底
に
.於
て
一
：：
つ
の
共
通
の

.動
®

英
國
は
.十
八
世
紀
-

S
-、

■太
^
諸
：國
に..比
し
余
を
'少
し
く
高
べ
評
價
し
た
結
果
、
銀
は
次
第
に
海
外
に
^
出

し

之

に

代

つ

て

金

.力
旺
に 

流
入
.し
、
事
實
上
銀
は
本
位
貨
幣
た
る
こ
と
を
停
モ
、
—

に
金
本
位
灘
移
飞

S

つ
た
。
然

る

に

濯

は

麗

上

、
金
融
上
最
も 

優
越
的
傻
を
占
め
.て
.ゐ
：た
の
.で
、同
國
と
共
共
.の
本
位
を
荷
す
る
こ
と
は
荷
利
な
爲
に
、「

同
國
の
制
度
を
模
倣
す
る
國
が
續
出
し
た
。 

直
接
に
蕾
を
模
倣
し
た
と
稱
.し
難
い
國
々
の
場
合
も
有
力
な
引
力
と
な
つ
て
ゐ
.た
こ
と
は
否
み
難
い
事
實
で
あ
る
。
最
初
に
英
國
に 

倣

P
.て
金
本
位
に
轉
句
し
た
の
は
獨
逸
で
、
次
い
で
.獨
逸
と
密
接
な
關
係
裏 

和
蘭
等
が
相
次
い
で

金
本
位
制
を
採
用
す
名
に
至
つ
た
。：丨
.
.■

斯
く
金
本
位
制
が
採
用
さ
れ
る.に
至
つ
.た
.の
は
芻
金
が
本
位
た
る
に
適
す
る
他
能
を
有
す.る
爲
で
：は
な
く
、
偶
>
經
濟
上
有
ヵ
な 

國
家
に
金
が
著
增
し
た
爲
で
、
、
斯
か
る
國
と
通
商
關
係
に
在
る
國
A
:が
貿
晶
^
、
"金
融
上
の
便
武
の
爲
に
之
を
模
倣
し
た
ぞ
來
に
タ
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ら
な
•ハ
。
，
今

日
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金
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國
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.に
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貨
幣
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一
舣
め
財
貨
又
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勞

を

職
-M
し
得
る
力g
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基
と
し
て
の
當
初
の
意
義
は
失
は
れ
て
了 

つ
た
が
、，
對
外
的.に
は
世
界
主
要
國
が.金
本
位
制
を
維
持
ず
る
限
り
尙
其
意
義
の.一
一
半
を
保
有
し
て
ゐ
る
。
.
即
ち
一
圃
の
貨
幣
が
一
宛 

の
割
合
、で
金
を
通
し
て
世
與
蕾
國_の
貨
幣
と
連
絡
さ
れ
る
こ.と
.で

意

0
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に
此
故
に
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來
金
本
位
制
は
無
條fi
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禮
識
さ
れ
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た
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乍

併

ブ

、
ラ

ヶ

ッ
V
が

力

：
說

せ

，
る

如

武

金

^
位
は
他
方
に
於
彳
國_

#
领
.
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ボ
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を
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國
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幣
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濟
的
繁
榮
へ
'の
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^
る
,

で
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も
如
べ
述
べ
：农
。「

金
本
位
湖
顧
^

汎̂
な
支
持
を
受
け
易
.い
國
際
的
貨
|
制
廣
は
な
い
。
俳
し
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れ
セ
は
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呤
金
本
伯
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る
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亦

询
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れ
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ち
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「

金
：本
位
制
办
圓
滑

,.
%
運
用
は
膦
愤
の
浪
獷
ず
る
限
り
不
可
能
で
あ
る
。
金
本
位
制
復
活
の
第1

條
件
は
戰
债 

の
全
®
で
あ
る
。
戰
侦
支
拂
延
期
の
如
き
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
丨
第
一
一
の
條
件
は
國
際
貿
易
の
適
當
な
る
自
由
と
斯
か
る
通
拓 

状
態
の
存
續
に
對
す
る
保
證
と
資
本
办
國
際
的
移
動
の
自
由
が
必
要
で
あ
る
。
I
更
に
中
央
銀
行
金
準
備
に
對
す
る
需
要
を
激
減
せ
し 

め
ね
ば
な
ら
なS

。

最
も
裏
な
方
法
は
金
準
備
の
最
低
限
度
に
關
す
る
法
律
を
全
廢
す
H

、
國
際
聯
鐾
賣
會
提
唱
の
法 

定
準
if
の
引
下
げ
の
如
き
は
不
十
分
で
あ
り
、
國
際
協
宛
に
依
つ
.て
引
下
げ
を
實
現
せ
ん
と
す
る
が
如
き
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
。
是 

等
の
諸
條
f

愼
m

s
慮
す
る
と
き
は
何
人
も
短
期
間
i

f

期

待

し

得

ざ

る

こ

、
と
I

む
る
で
I
ら
ぅ
。
金
本
位
停
企
國
は
永 

久
と
ま
で
は
言
は
ず
と
も
數
竿
に
亙
り
不
換
紙
幣
制
度
を
繼
續
す
る
覺
悟
が
必
要
で
あ
る」
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篇
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